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後期基本計画策定
令和８年度当初予算
エアコン設置支援、町長と語る会
新たな協力隊員着任
住宅リフォーム、タクシー券
まるねっとだより
ホットニュース
生涯学習だより

©小坂町
「日本で最も
　美しい村」連合

　小坂町スポーツ賞の授与式が３月20日、セパームで開
催され、この１年間に各スポーツ活動で優れた功績を挙げ
た方々が表彰されました。
　毎年、町スポーツ協会と町教育委員会が主催している式
で、令和７年度は16個人、２団体が受賞。町に元気と勇
気を与えてくれたそれぞれの活躍に、関係者から祝福と労
いの大きな拍手が送られていました。
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１年間の活躍、町に元気と勇気
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町
で
は
、
令
和
３
年
４
月
よ
り

第
６
次
小
坂
町
総
合
計
画
に
よ
る

「
ま
ち
づ
く
り
」を
進
め
て
き
ま
し

た
。
総
合
計
画
は
、
町
の
最
上
位

計
画
で「
基
本
構
想
」「
基
本
計
画
」

「
実
施
計
画
」で
構
成
さ
れ
て
お

り
、
基
本
計
画
は
令
和
７
年
度
ま

で
の
前
期
基
本
計
画
が
終
わ
り
、

こ
の
た
び
令
和
８
年
度
か
ら
５
年

間
の
後
期
基
本
計
画
を
策
定
し
ま

し
た
。

　
「
基
本
計
画
」と
は「
基
本
構
想
」

で
定
め
ら
れ
た
基
本
目
標
で
あ
る

「
健
や
か
に
自
分
ら
し
く
生
き
る

ま
ち
」、「
豊
か
な
心
と
未
来
を
育

む
人
づ
く
り
の
ま
ち
」、「
に
ぎ
わ

い
・
活
気
を
興
す
ま
ち
」、「
自
然

と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
も
暮
ら
し

続
け
た
い
ま
ち
」、「
と
も
に
明
日

を
築
く
ま
ち
」の
５
項
目
に
つ
い

て
、
具
体
的
な
取
り
組
み
や
目
標

値
を
定
め
て
い
ま
す
。
後
期
基
本

計
画
に
お
い
て
も
そ
れ
を
継
承
し

な
が
ら
、
前
期
５
年
間
の
振
り
返

り
を
行
っ
た
う
え
で
策
定
し
ま
し

た
。

　

後
期
基
本
計
画
で
は「
第
３
期

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合

戦
略
」を
総
合
計
画
の
重
点
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
定
め
、
国
が
示

す「
地
方
創
生
２
・
０
」を
踏
ま
え
、

町
の
深
刻
な
課
題
で
あ
る「
人
口

減
少
」「
高
齢
化
」「
交
通
の
不
便

さ
」に
直
面
す
る
中
で
、
持
続
可

能
な
地
域
社
会
を
築
く
た
め
の
取

り
組
み
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
計
画
策
定
に
合
わ
せ
、

人
口
減
少
社
会
に
対
応
す
る
体
制

や
環
境
を
整
え
る
た
め
、
新
た
な

小
坂
町
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定

し
、
定
め
た
将
来
目
標
人
口
を
後

期
基
本
計
画
の
中
で
も
掲
げ
て
い

ま
す
。

　

な
お
、
計
画
策
定
に
当
た
り
、

町
民
の
代
表
者
等
に
よ
り
構
成
さ

れ
た「
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
」か
ら

の
提
言
や「
ま
ち
づ
く
り
ア
ン

ケ
ー
ト
」に
よ
っ
て
、町
民
の
方
々

か
ら
ご
意
見
を
伺
い
、
計
画
へ
反

映
し
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
引
き
続
き「
町
民
目

線
の
ま
ち
づ
く
り
」を
行
い
、
本

町
の
魅
力
を
地
域
の
個
性
と
し
て

ま
ち
の
発
展
に
生
か
し
、
小
坂
町

に
住
む
全
て
の
方
が「
こ
れ
か
ら

も
住
み
続
け
た
い
、
住
ん
で
良

か
っ
た
」と
思
っ
て
い
た
だ
け
る

ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
ま
す
。

平成28年に策定した現在の人口ビ
ジョンから10年が経ち、依然として
続く人口減少傾向の中で、近年の状
況を分析し、今後の方向性を整理し
た新たな人口ビジョンを策定しまし
た。後期基本計画の中で
も、令和42 年にめざす
べき将来人口を総人口約
1,900 人としています。

新たな人口ビジョンを
策定しました

（令和８年度～令和12年度）が始まります（令和８年度～令和12年度）が始まります

『ひとと自然と文化を未来につなぐ魅力あふれるまち』へ向けた
「めざす姿」と「協働による取り組み」を位置付けました

『ひとと自然と文化を未来につなぐ魅力あふれるまち』へ向けた
「めざす姿」と「協働による取り組み」を位置付けました
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一般会計
特別会計
一般会計
特別会計

43億7,400万円
15億2,540万円
43億7,400万円
15億2,540万円

会　　計　　名
国民健康保険
後期高齢者医療
介　護　保　険
　保険事業勘定
　介護サービス事業勘定
歯 科 診 療 所
中小企業従業員退職金等共済事業
菅原ヤヱ奨学資金
小 坂 財 産 区
　合　　　計

令和８年度予算額
5億3,715万円
1億1,643万円
8億294万円
7億9,890万円

404万円
6,013万円
232万円
364万円
279万円

15億2,540万円

増減率
5.7%
27.3%
△ 0.6%
△ 0.6%
△ 0.4%
△ 4.6%
△ 54.0%
△ 13.8%
5.6%
2.9%

特別会計予算
会　　計　　名 令和８年度予算額

2億3,706万円
     

2億5,245万円
     

1,852万円
     

1億5,862万円

2億4,229万円

2億4,032万円

3,042万円

1億7,399万円

増減率

△ 2.2%

5.0%

△ 39.1%

△ 8.8%

水道事業会計予算

会　　計　　名 令和８年度予算額 令和７年度予算額

1億7,227万円

1億7,185万円

4,120万円

1億1,293万円

1億9,054万円

1億8,825万円

5,133万円

1億1,294万円

増減率

下水道事業会計予算

会　　計　　名
一 　 般 　 会 　 計
歯科診療所特別会計
水 道 事 業 会 計
下水道事業会 計
合　　　　　　 計

令和８年度末

町債（借金）残高見込額

※合計と内訳の計は一致しないことがあります。

歳  入

　

令
和
８
年
度
の
小
坂
町
の
予
算
は
、
一
般
会
計
の
ほ
か
７
つ
の
特
別
会
計
、
２
つ
の
企

業
会
計
か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
般
会
計
の
予
算
規
模
は
、
43
億
７
，
４
０
０
万
円
で
、
令
和
７
年
度
に
比
べ
２
億
５

３
３
万
８
千
円
少
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
（
町
の
収
入
）
で
は
地
方
交
付
税
が
42
・
９
％
と
大
き
な
ウ
ェ
イ
ト
を
占
め
て
お

り
、
次
い
で
町
税
18
・
８
％
、
繰
入
金
11
・
０
％
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
歳
出
（
町
の
支
出
）
で
は
、
民
生
費
23
・
８
％
、
総
務
費
15
・
７
％
、
衛
生
費

11
・
４
％
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

地方交付税
18億7,500万円
（42.9%）

地方交付税
18億7,500万円
（42.9%）

地方交付税
18億7,500万円
（42.9%）

町　税
8億2.569万円
町　税
8億2.569万円
町　税
8億2.569万円

地方譲与税など
2億6,870万円

（8.1%）
（3.2%）（4.8%）

（6.1%）

（3.7%）

（11.0%）（11.0%）

（18.8%）（18.8%）（18.8%）

財産収入など
（分担金及び負担金、
 繰越金、諸収入）
1億6,025万円

繰入金
4億8,394万円

使用料及び手数料
5,928万円（1.4%）

県支出金
2億724万円 国庫支出金

3億5,210万円

町債
1億4,180万円

24億4,267万円
1,364万円

16億925万円
10億6,516万円
51億3,072万円

5億836万円
9,147万円
8億796万円
8億390万円
406万円
6,302万円
505万円
422万円
265万円

14億8,273万円

令和７年度予算額 令和７年度予算額

△ 9.6%

△ 8.7%

△ 19.7%

0.0%

令和７年度末
26億9,057万円

1,657万円
17億5,151万円
11億6,625万円
56億2,490万円

収益的収入

収益的支出

資本的収入

資本的支出

収益的収入

収益的支出

資本的収入

資本的支出

依存財源
65.1%
依存財源
65.1%
依存財源
65.1%

自主財源
34.9%
自主財源
34.9%
自主財源
34.9%
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令和８年度予算令和８年度予算主主 なな 事事 業業

歳  出

一般会計予算

町民一人当たりで見ると…
人口：4,284人（令和８年３月１日現在）

農林水産業費
農業振興に使うお金

一人当たり 33,511円

労働費
地域の雇用を守るために使うお金

一人当たり 845円

衛生費
検診･ごみ処理などに使うお金

一人当たり 116,767円

民生費
高齢者･障害者･児童など福祉の
事務に使うお金
一人当たり 243,401円

総務費
電算処理･住民窓口･選挙など町の
事務に使うお金
一人当たり 159,065円

議会費
議会の運営のために使うお金

一人当たり 16,348円

公債費
町の借金返済のお金

一人当たり 100,608円

教育費
小中学校･公民館･体育施設運営に
使うお金
一人当たり 106,759円

消防費
消防や救急業務のために使うお金

一人当たり 72,095円

土木費
道路整備、町営住宅管理などに
使うお金
一人当たり 104,924円

商工費
商工会･中小企業の支援、観光の
振興のためのお金
一人当たり 65,517円

●健やかに自分らしく生きるまち
　福祉扶助
　（敬老祝金､福祉タクシーほか）
　子ども安心医療扶助
　（高校生までの医療費助成）
　すこやか育児手当
　（小・中学校入学祝金等）
　児童手当
　予防接種・各種健診ほか
　かづの厚生病院支援
　（医師確保対策など）

●豊かな心と未来を育む人づくりのまち
　国際交流推進
　学校生活サポート配置
　（特別支援教育支援員）
　通学バス運行
　学校給食費助成（全額無償化）
　学校教材費助成
　奨学資金貸付
　子どもクラブ「Ｓｋｉｐ」
　小坂小中学校ＩＣＴ環境整備

●にぎわい・活気を興すまち
　鳥獣被害防除対策（クマ等への対策）
　水田利活用向上支援
　農地維持･資源向上活動支援（8地区）
　グリーンツーリズム推進
　中小企業振興（施設整備費補助等）
　十和田湖観光振興
　地域連携による観光推進        　
　康楽館誘客促進

●自然とともに、これからも暮らし続けたいまち
　移住定住促進　 
　町営バス運行（川上地区）
　交通安全・防犯対策
　資源循環推進
　鹿角広域行政組合負担金（ごみ･し尿･斎場
　及び消防･救急業務等の事業負担）
　道路橋りょう改良整備

●ともに明日を築くまち
　コミュニティセンター整備
　結婚支援
　協働のまちづくり（地域づくり交付金）
　デジタル化推進（書かない窓口の推進等）

………　1,655万円

　……………　329万円

　………………　442万円
………………………………　5,970万円

……………　4,078万円

…………………　2,182万円

……………………………　624万円

………………　1,518万円
……………………………　615万円

………　1,460万円
…………………………　324万円
……………………………　384万円

……………　1,855万円
………　1,310万円

　…　911万円
……………………　440万円

　…1,675万円
………………　410万円

…　6,248万円
………………………　494万円

………………　846万円
………………………　3,098万円

……………………………　390万円
……………　1,054万円

…………………　1,253万円
　……………………………　222万円

…3億6,268万円
…………　1億5,878万円

　…………　2,240万円
…………………………………　245万円

…　60万円
…585万円

■お問い合わせ先　総務課企画財政班（TEL29－3903）

総務費
6億8,144万円
総務費
6億8,144万円
総務費
6億8,144万円

(15.7%)(15.7%)(15.7%)

議会費
7,004万円（1.6%）

公債費
4億3,100万円
公債費
4億3,100万円
公債費
4億3,100万円
（9.8%）（9.8%）（9.8%）

教育費
4億5,735万円（10.5%）

衛生費
5億23万円
衛生費
5億23万円
衛生費
5億23万円
（11.4%）（11.4%）（11.4%）

（3.2%）（6.4%）
農林水産業費
1億4,356万円

目的別内訳

災害復旧費 　1千円（0.0%）
諸 支 出 金 　1千円（0.0%）
予　備　費 500万円（0.1%）

商工費
2億8,067万円

（7.1%）（7.1%）

消防費
3億886万円
消防費
3億886万円

土木費
4億4,950万円
土木費
4億4,950万円
土木費
4億4,950万円
（10.3%）（10.3%）（10.3%）

労働費
362万円（0.1%）
労働費
362万円（0.1%）

民生費
10億4,273万円
民生費
10億4,273万円
民生費
10億4,273万円
（23.8%）（23.8%）（23.8%）

総合計画の基本目標に沿ってお知らせします。
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１
月
中
旬
頃
か
ら
の
大
雪
に
対

し
、
町
で
は
雪
に
よ
る
事
故
防
止

に
向
け
、
防
災
メ
ー
ル
や
小
坂
町

公
式
ラ
イ
ン
な
ど
で
注
意
喚
起
し

て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
そ
の
後
も

降
雪
が
続
き
、
被
害
が
懸
念
さ
れ

た
こ
と
か
ら
、
１
月
29
日
に
小
坂

町
災
害
連
絡
室
を
設
置
、
２
月
２

日
に
は
小
坂
町
災
害
警
戒
対
策
部

に
改
組
、
さ
ら
に
翌
３
日
午
前
９

時
に
は
、
小
坂
町
災
害
対
策
本
部

を
設
置
し
、
被
害
の
未
然
防
止
と

軽
減
化
を
図
る
た
め
態
勢
を
強
化

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
大
雪
に
対
し
、
当

町
を
含
む
県
北
地
域
７
市
町
村
に

災
害
救
助
法
が
適
用
さ
れ
、
秋
田

県
と
と
も
に
緊
密
に
連
携
し
な
が

ら
、対
策
を
講
じ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
２
月
上
旬
を
ピ
ー
ク

に
降
雪
も
少
な
く
な
り
、
気
温
の

上
昇
も
あ
っ
て
雪
解
け
が
進
み
、

被
害
発
生
の
危
険
性
が
少
な
く

な
っ
た
こ
と
か
ら
、
２
月
24
日
に

一
旦
小
坂
町
災
害
警
戒
対
策
室
に

改
組
し
、
そ
の
対
策
室
も
３
月
９

日
付
け
で
廃
止
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
町
で
確
認
し
て
い

る
被
害
状
況
は
、
雪
下
ろ
し
作
業

中
の
人
的
被
害
が
２
件
発
生
し
、

う
ち
１
件
は
死
亡
事
故
、
も
う
１

件
は
重
傷
事
故
で
あ
り
ま
し
た
。

物
損
事
故
に
つ
い
て
は
、
住
家
の

一
部
損
壊
が
１
件
、
非
住
家
の
全

壊
が
１
件
、
半
壊
が
１
件
で
あ
り

ま
し
た
。
そ
の
他
、
倒
木
や
通
行

止
め
、
停
電
な
ど
は
数
多
く
発
生

し
ま
し
た
が
、
そ
の
都
度
、
関
係

機
関
と
と
も
に
対
応
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。

　

災
害
対
策
本
部
設
置
中
は
、
危

険
箇
所
と
被
害
状
況
を
把
握
す
る

た
め
パ
ト
ロ
ー
ル
を
強
化
す
る
と

と
も
に
、
雪
害
事
故
を
予
防
す
る

広
報
活
動
を
繰
り
返
し
実
施
し
ま

し
た
が
、
雪
下
ろ
し
や
除
排
雪
作

業
を
実
施
す
る
町
内
業
者
の
逼
迫

が
続
き
、
作
業
終
了
ま
で
か
な
り

の
時
間
を
要
し
た
こ
と
、
町
が
実

施
し
て
い
る
町
道
等
の
除
排
雪
作

業
が
昼
夜
問
わ
な
い
フ
ル
稼
働
で

も
追
い
つ
か
な
い
状
況
が
続
い
た

こ
と
で
、
町
民
の
皆
様
に
は
、
不

安
や
危
険
を
感
じ
た
方
々
が
多

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

降
雪
は
多
い
少
な
い
に
関
わ
ら

ず
、
毎
年
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
が
、

来
シ
ー
ズ
ン
の
降
雪
も
災
害
級
に

な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
除
排

雪
体
制
や
支
障
樹
木
の
処
理
、
高

齢
者
等
災
害
時
に
支
援
が
必
要
と

な
る
方
へ
の
対
策
な
ど
に
関
し
、

今
回
の
雪
害
対
応
を
検
証
し
な
が

ら
、
雪
に
よ
り
強
く
、
町
民
に
よ

り
優
し
い
対
策
を
講
じ
て
ま
い
り

ま
す
。

　

１
月
９
日
か
ら
10
日
に
鹿
角
市

花
輪
ス
キ
ー
場
で
行
わ
れ
た「
秋
田

県
中
学
校
ス
キ
ー
大
会
」で
は
、
ク

ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
競
技
に
お
い
て
、

澤
田
理
央
さ
ん
が
女
子
ク
ラ
シ
カ

ル
で
１
位
、
フ
リ
ー
で
１
位
、
成

田
芽
生
さ
ん
が
女
子
ク
ラ
シ
カ
ル

で
７
位
、
フ
リ
ー
で
７
位
、
永
田

珠
梨
さ
ん
が
女
子
ク
ラ
シ
カ
ル
で

８
位
、
フ
リ
ー
で
９
位
と
な
り
ま

し
た
。

　

１
月
23
日
か
ら
25
日
に
鹿
角
市

花
輪
ス
キ
ー
場
で
行
わ
れ
た「
東
北

中
学
校
ス
キ
ー
大
会
」で
は
、
澤
田

理
央
さ
ん
が
女
子
ク
ラ
シ
カ
ル
で

１
位
、
フ
リ
ー
で
１
位
と
な
り
ま

し
た
。
女
子
リ
レ
ー
で
は
小
坂
中

チ
ー
ム
が
、
２
位
と
な
り
ま
し
た
。

２
月
３
日
か
ら
６
日
に
長
野
県
で

開
催
さ
れ
た「
全
国
中
学
校
ス
キ
ー

大
会
」で
は
澤
田
理
央
さ
ん
が
ク
ラ

シ
カ
ル
で
５
位
、
フ
リ
ー
で
６
位

と
な
り
ま
し
た
。
永
田
珠
梨
さ
ん

と
成
田
芽
生
さ
ん
も
大
会
に
出
場

し
、
健
闘
し
ま
し
た
。
女
子
リ
レ
ー

で
は
秋
田
県
チ
ー
ム
に
澤
田
理
央

さ
ん
が
２
走
で
出
場
し
、
２
位
と

な
り
ま
し
た
。

　

小
学
校
の
ス
キ
ー
大
会
で
は
、

１
月
31
日
に
鹿
角
市
花
輪
ス
キ
ー

場
で
開
催
さ
れ
た「
鹿
角
小
学
校
ス

キ
ー
大
会
」で
ク
ラ
シ
カ
ル
競
技
に

て
金
丸
凄
也
さ
ん
が
５
年
男
子
で

１
位
、
永
田
悠
真
さ
ん
が
６
年
男

子
で
１
位
、
中
村
誠
希
さ
ん
が
５

年
男
子
で
５
位
、
川
口
永
真
さ
ん

が
４
年
男
子
で
８
位
と
な
り
、
男

子
リ
レ
ー
で
は
昨
年
に
引
き
続
き

優
勝
し
ま
し
た
。

　

ア
ル
ペ
ン
競
技
で
は
、
池
田
悠

太
朗
さ
ん
が
４
年
男
子
で
２
位
と

な
り
ま
し
た
。

　

小
坂
小
学
校
ス
ク
ー
ル
バ
ン
ド

部
は
、
12
月
14
日
の「
ア
ン
サ
ン
ブ

ル
コ
ン
テ
ス
ト
県
北
地
区
予
選
大

会
」で
管
打
５
重
奏
が
金
賞
を
受
賞
、

管
打
４
重
奏
が
銀
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。

　

管
打
５
重
奏
は
、
１
月
18
日
に

行
わ
れ
た「
秋
田
県
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

コ
ン
テ
ス
ト
」に
出
場
し
、
銅
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。

　

小
坂
中
学
校
吹
奏
楽
部
は
、
12

月
13
日
の「
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ

ス
ト
県
北
地
区
予
選
大
会
」で
管
打

６
重
奏
及
び
木
管
６
重
奏
が
金
賞

を
受
賞
し
、
秋
田
県
大
会
に
出
場

し
ま
し
た
。

　

１
月
17
日
に
行
わ
れ
た「
秋
田
県

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト
」で
は
、

木
管
６
重
奏
が
金
賞
、
管
打
６
重

奏
が
銀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

教
育
行
政
報
告
要
旨

町
政
報
告
要
旨

　

令
和
８
年
第
２
回
小
坂
町
議
会
が
３
月
10
日
か
ら
３
月
19
日
ま
で
の
会
期
で
開
か
れ
、
条
例

改
正
・
補
正
予
算
等
37
議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
町
政
報
告
の
要
旨
を
お
伝
え
し
ま
す
。

主
な
議
決
事
項

●
小
坂
町
過
疎
地
域
持
続
的
発
展
計
画

の
変
更

●
小
坂
町
特
定
乳
児
等
通
園
支
援
事
業

　

の
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条

　

例
の
制
定

●
条
例
・
規
約
・
規
則
の
一
部
改
正

　

14
件

◆
小
坂
町
営
運
動
場
条
例

◆
小
坂
町
在
宅
育
児
支
援
給
付
金
給
付

　

条
例

◆
小
坂
町
道
路
占
用
料
徴
収
条
例

◆
秋
田
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
規
約

◆
小
坂
町
議
会
会
議
規
則

◆
小
坂
町
議
会
傍
聴
規
則

●
副
町
長
の
選
任

●
令
和
７
年
度
補
正
予
算　
　
　

10
件

●
令
和
８
年
度
一
般
会
計
予
算　

１
件

●
令
和
８
年
度
特
別
会
計
予
算　

９
件
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４
月
１
日
付
で
人
事
異
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
の

で
紹
介
し
ま
す
。

（　

）は
前
職
で
す
。

▽
総
務
課
課
長
兼
出
納
室
室
長

　

對
馬　
　

修（
総
務
課
参
事
・
防
災
管
理
官
）

●
総
務
管
財
班

▽
課
長
補
佐
・
防
災
管
理
官

　

初
沢　
　

誠（
建
設
課
課
長
）

▽
主
事

　

青
山　

大
虎（
町
民
課
町
民
生
活
班
主
事
）

▽
再
任
用
・
主
査

　

和
田　

聡

●
企
画
財
政
班

▽
主
査

　

阿
部
よ
し
の（
総
務
課
企
画
財
政
班
主
任
）

▽
再
任
用
・
主
査

　

山
崎　
　

明

▽
町
民
課
課
長

　

山
口　

博
美（
教
育
委
員
会
事
務
局
局
長
）

●
町
民
生
活
班

▽
主
査

　

高
尾
菜
保
子（
町
民
課
町
民
生
活
班
主
任
）

▽
主
任

　

佐
藤　

慎
治（
総
務
課
総
務
管
財
班
主
任
）

　

小
笠
原
瑞
貴（
観
光
産
業
課
観
光
商
工
班
主
任
）

●
税
務
班

▽
課
長
補
佐
・
税
務
班
班
長

　

小
舘　

俊
之（
教
育
委
員
会
事
務
局
局
長
補
佐

・
総
務
班
班
長
）

▽
主
任

　

杉
原　

圭
悟（
町
民
課
税
務
班
主
事
）

▽
主
事

　

堀
内　

千
弘（
新
採
用
）

●
町
民
福
祉
班

▽
課
長
補
佐
・
町
民
福
祉
班
班
長

　

工
藤　

洋
太（
町
民
課
課
長
補
佐
・
税
務
班
班
長
）

▽
主
任

　

田
中　

晃
大（
観
光
産
業
課
農
林
班
主
事
）

▽
主
事

　

安
保
穂
乃
花（
福
祉
課
ま
る
ご
と
支
援
班
主
事
）

●
ま
る
ご
と
支
援
班

▽
主
査

　

亀
田　

千
鶴（
福
祉
課
ま
る
ご
と
支
援
班
主
任
）

　

田
村　

壮
弘（
福
祉
課
町
民
福
祉
班
主
任
）

▽
観
光
産
業
課
課
長

　

杉
原　

隆
広（
観
光
産
業
課
課
長
補
佐
・
農
林

班
班
長
）

●
農
林
班

▽
課
長
補
佐
・
農
林
班
班
長

　

齋
藤　
　

豊（
建
設
課
建
設
班
主
査
）

▽
主
事

　

安
保　

敦
輝（
町
民
課
税
務
班
主
事
）

●
観
光
商
工
班

▽
主
事

　

菅
原
綺
羅
里（
町
民
課
町
民
生
活
班
主
事
）

▽
建
設
課
課
長

　

成
田　

新
一（
建
設
課
課
長
補
佐
・
建
設
班
班
長
）

▽
課
長
補
佐
・
建
設
班
班
長
兼
水
道
班
班
長

　

相
馬　

一
之（
建
設
課
課
長
補
佐
・
水
道
班
班
長
）

●
建
設
班

▽
主
査

　

泉
山　
　

琢（
町
民
課
町
民
生
活
班
主
査
）

▽
主
任

　

亀
沢　

彩
人（
建
設
課
建
設
班
主
事
）

●
水
道
班

▽
主
査

　

野
呂　

真
愛（
建
設
課
水
道
班
主
任
）

▽
出
納
室
室
長
兼
総
務
課
課
長

　

對
馬　
　

修（
総
務
課
参
事
・
防
災
管
理
官
）

▽
主
任

　

木
村　

彩
香（
出
納
室
主
事
）

▽
教
育
委
員
会
事
務
局
局
長

　

小
笠
原　

悟（
議
会
事
務
局
局
長
）

●
総
務
班

▽
局
長
補
佐
・
総
務
班
班
長

　

黒
澤
由
美
子（
教
育
委
員
会
事
務
局
局
長
補
佐

・
学
習
振
興
班
班
長
）

▽
局
長
補
佐
兼
指
導
主
事

　

菅
原　

貴
志（
小
坂
中
学
校
）

●
学
習
振
興
班

▽
局
長
補
佐
・
学
習
振
興
班
班
長

　

立
石　

大
介（
教
育
委
員
会
事
務
局
学
習
振
興

班
主
査
）

▽
局
長
補
佐

　

古
澤　
　

健（
町
民
課
課
長
）

▽
主
任

　

赤
坂　

幸
春（
教
育
委
員
会
事
務
局
学
習
振
興

班
主
事
）

▽
主
事

　

土
舘　

佑
哉（
教
育
委
員
会
事
務
局
学
習
振
興

班
主
事
補
）

▽
小
坂
町
立
小
坂
図
書
館
・
小
坂
町
立
総
合
博
物

館
郷
土
館
主
任

　

橋
本　

聡
美（
小
坂
町
立
小
坂
図
書
館
・
小
坂

町
立
総
合
博
物
館
郷
土
館
主
事
）

▽
議
会
事
務
局
局
長

　

山
口　

永
晃（
福
祉
課
課
長
補
佐
・
町
民
福
祉

班
班
長
）

▽
農
業
委
員
会
事
務
局
長

　

杉
原　

隆
広（
観
光
産
業
課
課
長
補
佐
・
農
林

班
班
長
）

▽
兼
務
・
農
業
委
員
会
事
務
局
主
事

　

金
澤　

佳
奈（
観
光
産
業
課
農
林
班
主
事
）

　

窪
田　

圭
一（
上
席
課
長
・
総
務
課
課
長
兼
出

納
室
室
長
）

　

岩
澤　

秀
一（
観
光
産
業
課
課
長
兼
農
業
委
員
会

事
務
局
局
長
）

　

川
口
栄
美
子（
再
任
用
・
福
祉
課
主
査
）

　

川
口　
　

修（
再
任
用
・
総
務
課
技
能
員
）

　

小
山
田
健
一（
教
育
委
員
会
事
務
局
局
長
補
佐

兼
指
導
主
事
）

【
教
育
委
員
会
事
務
局
】

【
議
会
事
務
局
】

【
農
業
委
員
会
事
務
局
】

小
坂
町
人
事
異
動

【
総　

務　

課
】

【
町　

民　

課
】

【
福　

祉　

課
】

【
出　

納　

室
】

【
観
光
産
業
課
】

【
建　

設　

課
】

新
採
用
職
員
で
す

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

退
職
者（
３
月
31
日
付
）

堀内　千弘
町民課
税務班

　令和８年度採用の会計年度任用
職員を募集します。

■職　　種：自動車運転手等
　※普通自動車運転免許、大型免
　　許大型特殊免許を所持し、除
　　雪車を運転できる講習修了者
■勤務場所：小坂町役場
■勤務時間：８時30分～ 16時15分
　※公用車運転や除雪等により時
　　間外勤務あり
■休憩時間：12時～ 13時
■報　　酬：月額190,765円～
　　　　　　　　　　　200,860円
■募集期間：４月10日（金）から
　　　　　　４月16日（木）
■試 験 日：４月17日（金）
■応募方法：採用試験案内を役場
　　　　　　総務課またはハロー
　　　　　　ワーク鹿角において
　　　　　　10日から配布します。

小坂町会計年度
任用職員を募集

■お問い合わせ先
総務課総務管財班
（TEL29ー3901）
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■お問い合わせ先
総務課総務管財班（TEL29ー3901）

　１月より、試験的に開庁時間を変更
していましたが、４月１日から本格移
行します。

■開庁時間
　９時～ 16時45分

■対象施設
　役場、七滝支所、十和田出張所、
　七滝公民館、川上公民館、図書館、
　郷土館

※役場庁舎の戸籍届出は、従来どお
り24時間対応します。正面玄関右
の通路から入っていただき、イン
ターホンを押してください。

　町政へのご提案、普段から感じている意見や
感想をお聴かせください。どなたでも参加でき
ますので、お誘い合ってお越しください。

「町長と語る会」のお知らせ

■お問い合わせ先
総務課企画財政班（TEL29ー3907）

E-Mail：kikaku@town.kosaka.akita.jp

自治会館への
エアコン設置を支援します

　町では、自治会活動の拠点となる自治会館への
省エネ効果の高いエアコンの導入を推進する「自治
会館エアコン設置推進事業」を創設しました。

◆対象施設：自治会館
　　　　　　※自治会所有の会館も対象
◆対象経費：省エネエアコンの導入経費
　　　　　　※新規のみ、更新は不可

　助成の対象となる自治会に対しては、制度に関
するお知らせを送付しています。
　設置助成を希望する場合は、自治会内で協議の
うえ、期限（６月30日）までに申請ください。

エアコン導入経費の４分の３
30万円（上限）を助成します

～皆さんの思いをお聴かせください～

日程と会場

５月11日（月） 川上公民館

５月12日（火） ほっとりあ

５月14日（木） 休平自治会館

５月15日（金） セパーム

時　　間

18時～19時30分

任期　令和８年４月１日から
　　　令和12年３月31日まで

新しい副町長を紹介します

　３月19日に開かれた第２回小坂町議会において、

新たな副町長について、窪田圭一氏を選任するこ

に同意されました。

小坂町副町長

窪田　圭一 （60）
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　早いものであっという間の１年が過ぎました。思
い起こせば、ちょうど１年前に面接に小坂町を訪ね
たとき、雪に覆われた町の光景に戸惑いを隠せませ
んでした。この雪の中で、楽しく暮らせるだろうか
という思いもありました。
　しかし、まったくそんなことは杞憂に終わりまし
た。私にとっては、すべてが初めての経験であり、学
ぶことも刺激もとても多
く、文化と自然の偉大さ
を感じた１年でした。
　小坂町で暮らせるこ
と、町民の皆様に温かく
迎えられたことに感謝し
ております。まだまだ課
題が山積していますが、
自分にできることに精一
杯取り組んでまいりま
す。２年目もどうぞよろ
しくお願いいたします。

新たな地域おこし協力隊が
着任しました

　町では、就業機会の推進を目的として実施して
いる「資格取得支援事業」について、制度内容を一
部見直しました。
　令和８年４月１日施行により、次のとおり対象
範囲を拡充しています。

■主な改正内容
①対象年齢の引き上げ
　これまで65歳までとしていた対象年齢を、75歳
に引き上げました。
②対象者の拡充
　雇用労働者や求職者、学生に加え、特定受託事
業者（フリーランス等）も対象となりました。シル
バー人材センター会員の方も対象に含まれます。
　資格取得により、就業の幅を広げたい方、地域
での活躍を目指す方はぜひご活用ください。制度
の詳細や申請方法については、町ホームページを
ご確認ください。

　町では多くの農地で効率的に営農ができるよう、
スマート農業の導入を支援します。
　令和８年度は農業用ドローン導入について補助し
ます。

〇交付対象者
　・認定農業者

〇補助率
　・新規で農業用ドローンを導入する場合
　　補助率１/４（※補助上限50万円）
　・現在農業用ドローンを所有している場合
　　補助率１/４（※補助上限20万円）

〇注意
　・購入前に申請書・見積書・カタログを提出する
　　必要があります。導入を検討される方は農林班
　　にご相談ください。
　・予算の範囲内での補助事業です。

地域おこし協力隊
田代　俊之 隊員　令和７年４月着任

近代化産業遺産を活用した観光を復活・再生に導く
「明治百年プロデューサー」 　４月１日付けで新たな隊員２名が着任しました。

　今年度は３名体制でスタートします。
　伊藤さんは郷土館、高橋さんは小坂鉄道レール
パークをフィールドに活動します。詳しいミッ
ションの内容等は次号以降のコラムでお知らせし
ます。
　町内で見かけた際には、ぜひお気軽にお声がけ
ください。

伊藤　　優　隊員
活動ミッション
文化財調査・活用促進員
出身地：大館市

いとう まさる

高橋　紀之　隊員
活動ミッション
小坂鉄道特命駅員
出身地：千葉県松戸市

たかはし のりゆき
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令和８年度小坂町狂犬病予防集合注射日程
　予防接種の実施機会提供のため、今年度も集合注射を下記の日程で実施します。昨年度は、延べ78匹の登
録犬に狂犬病予防注射を行いました。狂犬病は治療法がなく、人が犬に噛まれるとほぼ100％死亡する恐ろし
い病気です。生後91日以上の犬を飼っている方は毎年、狂犬病予防接種を受けさせることが義務づけられて
います。ぜひこの機会に予防接種の実施をお願いいたします。
※クマ対策のため、受付開始までは車内待機するなどの対応をお願いします。

■お問い合わせ先　町民課町民生活班（TEL29－3928)

■お問い合わせ先・申請先
建設課建設班（TEL29－3910）、鹿角地域振興局建築課（TEL23－2311）

住宅リフォーム支援事業〈対象となる工事が変更となります〉
●小坂町住宅リフォーム支援事業
一般世帯へのリフォーム支援
⇒工事費の20％、最大20万円を補助
※令和8年度より再スタートしました。
※令和7年度以前に補助を受けた方も利用できます。
※町内に事業所を置く施工者による工事が対象です。

●小坂町住宅リフォーム支援事業の注意点
○補助対象工事等
高性能建材（ガラス・窓・断熱材・玄関ドア）を用いた
断熱化、LED照明器具への切換、家庭用設備（蓄電シ
ステム、蓄熱設備）の導入・改修、EV充電設備及び熱
交換型換気設備等の導入・改修、下水道接続とそれに
伴うトイレや浴室の改修、エアコン設置の全部または
いずれかの工事で、費用（消費税及び地方消費税の額
を含む）が10万円以上であること。

○申請受付期限　９月30日（水）まで
※期限前であっても、予算がなくなり次第、受付を終
了します。その場合、ホームページでお知らせします。

●秋田県住宅リフォーム推進事業
①子育て世帯へのリフォーム支援
・持ち家型
⇒工事費の20％、最大40万円を補助
・中古住宅購入型
⇒工事費の30％、最大60万円を補助

②県外からの移住・定住世帯へのリフォーム支援
・定着回帰型
⇒工事費の20％、最大60万円を補助
・中古住宅購入型
⇒工事費の30％、最大90万円を補助

③断熱、省エネに寄与するリフォーム支援
⇒工事費の10％、最大8万円を補助

④防災減災（水害対策）に寄与するリフォーム支援
⇒工事費の50％、最大8万円

⑤災害復旧支援※令和7年度の大雪災害分に限る
⇒工事費の10％、最大8万円を補助
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　小坂町福祉タクシー利用券は、小坂町在住かつ
次の障害者手帳をお持ちの方に、初乗り料金分を
助成する制度です。
　１か月当たり４枚を交付しており、交付月に
よって枚数が異なります。

【対　象】
・身体障害者手帳１級・２級
・身体障害者手帳３級
（下肢障害・体幹障害・人工透析を受けている方）
・療育手帳A
・精神障害者保健福祉手帳１級

【交　付】
障害者手帳を持参の上、福祉課町民福祉班までお
越し下さい。

　令和８年度の国民年金保険料は、月額１７，９２０
円です。
　被保険者の方へ、４月上旬に日本年金機構から１
年分の納付書が送付されます。金融機関またはコン
ビニエンスストアで翌月末までに納めてください。

●保険料の前納について
　保険料は、６カ月・１年など一定期間分を前納する
と、保険料が割引になります。送付される納付書には
「前納用」も同封されますので、ご希望の方はそちら
をご使用ください。

●電子（キャッシュレス）決済について
　納付書のバーコードを決済アプリで読み取って納
付することができます。対象アプリは、納付書に同封
のパンフレットや日本年金機構ホームページをご確
認ください。

「高齢者等日常生活用具給付事業」を行っています
　高齢者や障がい者の日常生活を支援することを目的に、次の用具の購入費用の一部を助成します。事業を利
用して購入を検討している方は、必ず事前にお問い合わせください。申請書や領収書等が必要です。
○小坂町に居住し住所がある65歳以上の方で、次の対象者要件に該当する方が対象です。
○助成は１種目につき、１人１回限りです。対象となる用具にも要件があります。

28,700円

15,500円

41,000円

23,100円

20,000円

2,200円
3,000円
5,000円

40db 70db
50,000円

5,000円

種目（説明の一部を抜粋） 対象者 基準（上限）額

要
支
援
・
要
介
護
認
定
者
除
く
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町内の会場で行う健康診査では、以下の検査項目を実施します。

g

4.1 5.1g/dL

9.9g
7.5
6.5

2025

詳しくは、5月中旬に配布する「検診のしおり」をご確認ください。
国保加入者の健診について、今年度から19歳から39歳の方も対象になります。

【今年度の健（検）診日程】年に一度の健（検）診で健康管理を！

【平日検診】健康診査、がん検診（肺、大腸、前立腺、肝炎）

【休日検診】健康診査、がん検診（肺、大腸、胃、前立腺、肝炎、乳）

【胃がん検診】

【女性検診】子宮頸がん・婦人科超音波健診、乳がん検診

【かかりつけ医での健康診査】

19歳～74歳の方 75歳以上の方

尿検査から１日にどのくらい塩分を摂取して
いるかがわかります。

栄養状態の指標として用いられている検査
です。

　この検査では、体重や貧血、肝機能、腎機
能などの値と一緒に確認することが大切です。
ぜひ健診をご利用ください。

※かかりつけ医での健康診査では、医療機関によっては検査できない項目もあります。

全ての方
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【その３】万谷お元気パート２
　毎月第１土曜日と第３水曜日もしくは木曜日に会館に集まり、体操とゲーム、
お茶会活動をしており、この日は７人が参加しました。第１土曜日は固定で
すが、第３週目は参加者の都合に合わせて集まりやすい日を設定して、なる
べくたくさんの人が集まれるように工夫しています。
　ゲームに使っている道具は全て地域健康づくりサポーターさん（通いの場の
運営、参加者への声かけなどを行う）の手作りで、この日もお手製のオセロや
スロットボールを使ってゲームを行い、とても盛り上がりました。

住み慣れた場所でいきいきと暮らし続けられるまちづくりを目指して

４月のかようカフェ４月のかようカフェ４月のかようカフェ

※はっぴぃポイントカードの対象事業です。申し込みは不要です。
【日　時】　４月21日（火）（開場９時45分）10時～11時頃
【会　場】　セパーム　２階ホール
【内　容】　ミニ講話、ちょこっと体操、カフェでやってみたい事をおしゃべり♪
　３月のミニ講話では、認知症に関する相談先として地域包括支援センターなどがある事を確認し、認
知症サポーター養成講座を修了しました。ヒップウォークの体操を体験してから、生涯学習奨励員の皆
さんと「小坂ふるさとかるた」を通して、懐かしい小坂の風景や思い出を語り合いました。

～認知症カフェ～～認知症カフェ～

～居場所活動の紹介～

まるねっとだよりまるねっとだより
■お問い合わせ先　福祉課まるごと支援班　保健センター・こども家庭センター（TEL29－3926）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　地域包括支援センター（TEL29－2950）

５
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金澤　旺助さん
おうすけ
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か
ら

杉原　晃平さん
（牛馬長根）

こうへい

主催：かようかフェ  チームオレンジ主催：かようかフェ  チームオレンジ

　認知症や健康などに関わる専門のスタッフに相談することもできます。
脳やからだが『いきいき』する時間を一緒に過ごしませんか？お気軽にお越
しください♪

　これまで、歯の健康を目指す励みになればと３歳児・５歳児健診でむし歯のなかったお子さんを紹介
しておりましたが、むし歯の有無だけにこだわらず、健康と成長を見守る観点から、今回をもちまして
掲載を終了いたします。
　なお、５歳児健診でむし歯のなかったお子さんへの表彰は引き続き行います。
　長年の間、努力の励みや成長の記録として楽しみにしてくださりありがとうございました。

～掲載終了のお知らせ～
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■申込み・お問い合わせ先
アカシアまつり実施委員会事務局

［観光産業課観光商工班内］（TEL29-3908）

■応募資格
・小坂町、鹿角市の事業者であること
・飲食に係る出店者は、食品衛生法により保健所へ
臨時営業許可申請をした方
・キッチンカー出店については、秋田県内または近
隣県の事業者であること。

■出店料
・町内事業者3,000円、町外事業者5,000円
■レンタルテント（税込み価格）
会場内で使用するイベントテントを斡旋します。
・２×３間テント（360cm×540cm）１張り10,000円
・１.５×２間テント（270cm×360cm）１張り8,000円
・横幕２間4,000円、３間6,000円
・ミニテント１張り（250cm×250cm）5,000円
・土のうは無料
■その他
　応募多数の場合は、町内事業者を優先します。
■募集期間及び申込先
　４月24日（金）までに「出店申込書」に記入の上、かづ
の商工会へお申し込みください。
■申込書配布
　小坂町ホームページのほか、観光産業課観光商工班、
かづの商工会で配布しています。

６月６日（土）・７日（日）

■お問い合わせ先　秋田犬ツーリズム事務局
（TEL070－2020－3085）

　大館能代空港を利用し旅行を楽しむお客様
が増えるよう、ＡＮＡ(全日空)のファンをター
ゲットにしたプロモーション動画を制作しま
した。小坂町と大館市の観光スポットを巡り、
人、文化、風景が重なり合う奥秋田の魅力を紹
介しており、雪景色の中の美しい小坂鉱山事務
所と康楽館の歴史的な趣も映像に収められて
います。この動画はＡＮＡ公式ＹｏｕＴｕｂｅ
チャンネルで公開しておりますのでぜひご覧
ください。秋田犬ツーリズムは、
これからも様々なツールを使い、
国内外に向けて奥秋田エリアの
魅力を発信してまいります。

ホームページ

常常打芝居「劇団三峰組」～芝居心溢れる話芸で笑いのひとときを～
風間杜夫落語独演会＆トークショー



－身近な話題をお知らせください。

第27回参議院議員通常選挙功労者表彰

秋本貞行さんが総務大臣表彰受賞
町から顕彰状を贈呈

佐藤時子さんが満100歳
　第27回参議院議員通常選挙の適正な執行に貢献した
として、小坂町選挙管理委員会の秋本貞行委員長が総務
大臣表彰を受賞されました。これに伴う選挙関係功労者
表彰の伝達式が３月12日に秋田県庁にて行われました。
　秋本さんは平成20年４月に小坂町選挙管理委員に就
任し、平成28年４月からは委員長として、長年にわた
り豊富な知識と経験を発揮し、選挙の適正かつ円滑な執
行管理に尽力されています。
　今回の表彰では国民参政135周年・普通選挙100周年・
婦人参政80周年記念表彰として秋田県内から15名、第
27回参院選関連の総務大臣表彰として４名が受賞され
ました。

　３月30日、佐藤時子さん（大正15年３月30日能代
市生まれ）が、満100歳を迎えられました。
　当日は、息子さんが見守る中、顕彰状と花束等が贈
呈され、長寿をお祝いしました。

令和７年度消防功労者消防庁長官定例表彰

澤口紀夫団長が「功労章」を受章
　３月４日、消防功労者消防庁長官定例表彰が消防庁
で行われ、小坂町消防団の澤口紀夫団長（下小坂）が受
章しました。本章は、長年にわたる地域への貢献が特
に優秀な消防団員らに贈られ、個人としては最高峰の
名誉となります。
　澤口団長は、昭和51年６月から約50年にわたり消
防団活動を続けてきました。平成30年８月から団長
を務め、伝統を守りながら組織強化と団員の士気高揚
に尽力しました。また、日本消防協会から優れた消防
団へ贈られる「特別表彰まとい」（R５）、「竿頭綬」（R
６）、「表彰旗」（R７）に続けて選出されるなど、取り組
んできた組織強化についても評価されています。

15

■お問い合わせ先
総務課企画財政班（TEL29ー3907）

　地域の公共交通利用促進のため、地域公共交通マッ
プを作成しました。町の交通施策やバスの乗り方、簡
易路線図、お役立ちプチ情報を載せた見て楽しいマッ
プになっています。
　一人一人が年に数回利用することが、公共交通の存
続に繋がります。地域の大切な移動手段である公共交
通をみんなで守っていきましょう。

　今年度、小坂町地域公共交通計画を策定します。
町に適した公共交通の今後のあり方について考えます。
今後、利用者アンケート等を予定しています。
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　３月20日、セパームを会場に「令和７年度小坂町スポーツ賞授与式」が開催され、16個人と２団体が表
彰されました。受賞者を代表して、第104回全日本スキー選手権大会クロスカントリー競技の女子10km
クラシカルで優勝し、特別栄光賞を受賞した秋田県スポーツ協会所属の本田千佳さんが「これからもあら
ゆる世代でスポーツが大切なものにされてほしい。私自身も目標に向かい努力したい。」と喜びの気持ち
を述べ、今後のさらなる活躍への決意を新たにしました。
　受賞された個人・団体は次のとおりです。（順不同・敬称略）

●高校・一般個人の部
　小畑　　博（町パークゴルフ協会）
　成田　　博（町野外活動クラブ）

●高校・一般個人の部
　立崎　幹人
　（自衛隊体育学校・バイアスロン）

●小学生個人の部
　永田　悠真（小坂小・スキー）
　川口　玄真（小坂小・陸上）
　金丸　凄也（小坂小・陸上・スキー）
●中学生個人の部
　宮舘　　澪（小坂中・陸上）
●団体の部
　小坂小学校男子
　クロスカントリースキーチーム

【功労賞】（所属）
●中学生個人の部
　澤田　理央（小坂中・スキー）
●高校・一般個人の部
　櫻庭　瞳太（鹿角高・スキー）
　佐藤　由奈（秋田北鷹高・駅伝）
　成田　來実（柴田学園高・バスケ）
　成田　　絆
　（町スキークラブ・スキー）
●団体の部
　小坂中学校女子
　クロスカントリースキー部

【栄光賞】（所属・競技種目）
●高校・一般個人の部
　安保　胡春（鹿角高・スキー）
　澤田　大芽（鹿角高・スキー）
　金丸　拓寛
　（新庄南高金山校・スキー）
　本田　千佳
　（県スポーツ協会・スキー）

【特別賞】（所属・競技種目）

【特別栄光賞】（所属・競技種目）

【奨励賞】（所属・競技種目）

ち　  か

　「町民の健康の維持・増進、生活習慣病予防・改善」
を目的とし、今年度もスポーツ教室を開催します。
たくさんのご参加お待ちしております！

ヨガ教室
毎週水曜 18時～19時
場 所：セパーム ２階ホール
講 師：佐藤奈津子氏

ゆるりら体操教室
毎週水曜 10時30分～11時30分
場 所：セパームトレーニングルーム
講 師：花岡　幸子氏

パンチ＆キックエクササイズ
毎月第３火曜18時～19時
場 所：セパーム ２階ホール
講 師：浅利　ゆみ氏

アクアビクス教室
（７～８月）毎週金曜日18時～19時
場 所：町営屋内温水プール
講 師：浅利　ゆみ氏

令和８年度
スポーツ教室の紹介

　令和８年度社会教育関係団体及び社会体育関係団
体の認定申請を受付します。
　対象は、①社会教育・生涯学習に関する事業展開を
主たる目的として活動している団体、②社会体育の振
興を目的としている団体で、一定の組織機構（原則と
して会員数10人以上）であることが条件です。
　認定団体になると、公民館・体育施設の使用料免
除やその他使用料減額措置を受けることができます。
認定希望団体は、セパームに申請書を設置しており
ますので、必要事項を記入して５月13日（水）までに
提出してください。

社会教育・体育関係
団体の認定申請受付
社会教育・体育関係
団体の認定申請受付
社会教育・体育関係
団体の認定申請受付
社会教育・体育関係
団体の認定申請受付
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■お問い合わせ先　セパーム（TEL29ー2069）

　令和６年度より、子育て世帯の経済的負担軽減を
図ることで、すべての子どもが高等学校等に就学
し、安心して勉学に集中できる環境づくりに寄与す
ることを目的に実施してきましたが、社会情勢の変
化により、令和７年度をもって終了しました。

【終了するに至った主な理由】
①児童手当の支給対象が、高校生年代まで拡大
②高等学校等就業支援金等制度（いわゆる高校無償
化）の拡充

　引き続き、第４期小坂町教育推進大綱に基づき、
第６次小坂町総合計画に掲げる「豊かな心と未来を
育む人づくりのまち」の実現を目指して、取り組ん
でまいります。

　なお、申請様式は町ホーム
ページからもダウンロード
することができます。

◀町HP
二次元コード

　交流センターセパームでは、個人や団体、地
域での様々な学習活動や創作活動の奨励・普及
の一環として、皆さんの作品等を展示していた
だく常設のコーナーを設置しました。
　使用料は無料です。使用する際の期間や申請
方法など、詳細はセパームまでお問い合わせく
ださい。
　みなさんのご利用をお待ちしています。

高校生等扶養世帯支援給付金は
令和７年度で終了しました

　冬期間に閉鎖していた屋外体育施設について、
次の日程で一般利用を開始する予定です。

■団体利用について
　セパームで予約状況を確認の上、所定の申請書
にて利用日の３ヶ月前から３日前までに申請をしてくだ
さい。
【利用上の注意】
・中央公園内は自動車やバイクの進入禁止です。
　ただし、イベント等で事前申請により必要と認めら
　れた場合は車両進入を許可します。
・利用料金等については、原則として月末締め、翌
　月初めの請求となります。
※詳細はセパームへお問い合わせください。

10
11 10

■申込み・お問い合わせ先
　中央公民館〈セパーム〉（TEL29－2069）

～オトナ磨きのエッセンス～

女性教室令　和
８年度

◆日　時：５月22日（金）18時～ 20時
◆会　場：セパーム
◆対　象：町民または町内で働いて
　　　　　いる女性
◆講　師：佐藤千亜紀さん
　（フラワーアレンジメント教室
　❀ハナリエ❀）
◆参加費：2,500円（材料代）
◆持ち物：ハサミ
◆定　員：15人
◆締　切：５月15日（金）までお申し込みください。

５月教室
『フラワーアレンジメント教室』

参加募集中！

新緑がきらめく初夏
お花で気分をリフレッシュしませんか？
女性教室第１回目はフラワーアレンジメント教室♪
楽しく学びながら、暮らしをちょっと豊かに。
仲間づくりや自分の楽しみも見つかる講座です。
はじめての方も大歓迎！お気軽にご参加ください。
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小坂町二十祭実行委員募集

４月の
　 テーマ

絵本の読みきかせと工作をします絵本の読みきかせと工作をします絵本の読みきかせと工作をします

【日　時】４月25日（土）10時30分～11時30分
【会　場】小坂図書館
【対　象】幼児から小学生、保護者
【主　催】おはなしぼっくす　

「はる」

■時の家／鳥山まこと
■叫び／畠山丑雄
■カフェーの帰り道／嶋津輝
■暁星／湊かなえ
■失われた貌-LostIdentity-／櫻田智也

■｢遅読」のすすめ／齋藤孝
■戦下の読書-統制と抵抗のはざまで-／和田敦彦
■お悩み相談そんなこともアラーナ／ヨシタケシンスケ
■大人のひとり旅の始め方-食べて、歩いて、また食べて-
／孤独のまちこ
■蒸し料理は、フライパンで／山本りい子

■お問い合わせ先　小坂図書館（TEL29ー2207）

参加自由
無料

春のわくわくクラブ

　昭和の日にちなみ、昔懐かしい自転車紙しばいの
上演を行います。
　申込不要・参加無料ですので、ぜひお越しください。
また、紙しばい上演後、毎月恒例のおはなし会「おは
なしランプ」を開催します。続けてお楽しみください。

◆日　時　４月25日（土）10時～ 10時30分
◆会　場　小坂図書館　学習室
◆対　象　幼児・小学生（参加無料）
◆主　催　小坂図書館

　在宅で育児をしている保護者に対して、経済的負担
の軽減を目的に、在宅育児支援給付金を給付します。
◆要　　件
①児童・保護者共通：小坂町に住所を有していること
②児　童：生後８週間～３歳の誕生日を迎えてから最  
　　　　　初の３月31日を迎えるまでの間であること
③保護者：保育所等の未就学施設を利用していないこと
◆給付金額　（対象児童１人あたり）
　育児休業給付金等受給者：月額 5,000円
　上記以外の方　　　　　：月額15,000円
　※今年度から保護者が育児休業給付金等を受給して
　　いる場合、月額が変わります。
◆支 給 月　７月、10月、１月、翌年４月
　※支給月に支給月前月分までをまとめて給付します。
◆申請期限　令和９年３月31日（水）まで
◆そ の 他　・給付を希望する場合は、毎年度、申請
　　　　　　　書の提出が必要です。
　　　　　　・申請書は教育委員会（セパーム内）で配
　　　　　　　布しているほか、町ホームページにも
　　　　　　　掲載しています。

■お問い合わせ先  教育委員会総務班（TEL29ー2342）
■お問い合わせ先

教育委員会学習振興班（TEL29ー2069）

■申込み・お問い合せ先
教育委員会学習振興班（TEL29ー2069）

■ぎょうざがとなりにひっこしてきました／玉田美知子
■うちのねこ／いもとようこ
■ある星の汽車／森洋子　　　　　　　　　　　　他多数

　８月12日開催予定の小坂町二十祭に向け、式典の
企画・運営や記念誌の発行等に協力していただく実
行委員を募集します。協力いただける方は、学習振
興班へお申し出ください。
対象者：小坂町在住者または小坂町出身者で平成17
　　　　年４月２日から平成18年４月１日までに生
　　　　まれた方
会　議：５月末の第１回実行委員会から４～５回程
　　　　度（平日18時～ 19時）
締　切：５月８日（金）

小坂町地域学校協働本部事業
学校支援ボランティア
随時募集中！

　地域学校協働活動は主に小学校の授業支援やリ
ユース事業などを通じ、学校と地域の結びつきを強
化し地域の活性化や生きがいづくりを目指す活動で
す。活動を共に行っていただく学校支援ボランティ
アは登録制で随時募集しています。

　ボランティア交流会や給食ミーティングなども開
催して活動の情報交換や交流も行っています。
　協働活動に関心のある方は下記までお問い合わせ
ください。

令和７年度活動例（町たんけん・調理実習）

▲蔵書検索は
　こちら
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小中一貫教育情報小中一貫教育情報小中一貫教育情報小中一貫教育情報つながりつながりつながりつながり
　２月26日、５年生が中心になって企
画し、１～４年生もそれぞれの役割を
担って準備をした「６年生ありがとう集
会」が行われました。全校で「じゃんけん
列車」で楽しんだ後、６年生の写真入り
のメダルや感謝のお手紙のプレゼント、
似顔絵装飾やくす玉など各学年から心の
こもった企画で、６年生への感謝の気持
ちを表していました。
　３月５日には、中学校生徒会事務局が
企画・準備をして、「３年生を送る会」が
行われました。こちらも３年生の特徴を出題したクイズで盛り上がったり、思い出を綴るスライドショー
や３年生への感謝の気持ちを届ける「ありがとうの貯金箱」で歓声を上げたり、ほんのりと涙ぐんだりし
ていました。小・中とも、笑顔いっぱいの心温まる集会になりました。

●卒業生のみなさん、ありがとう！

●ご卒業、おめでとうございます。

【６年生ありがとう集会】

【小学校卒業式】

【３年生を送る会】

【中学校卒業式】

　小学校は３月13日、中学校は３月６日に卒業式が行われ、小学校６年生28名、中学校３年生25名が
母校を巣立ちました。卒業生はそれぞれ最高学年として１年間、小中学校を牽引し、活気ある学校生活

を築き上げてきた
誇りと自信に溢れ
ていました。在校
生は立派な態度で
式に臨み、厳粛で
感動的な卒業式と
なりました。

４月24日（金）締め切り町営住宅入居者募集町営住宅入居者募集

■お問い合わせ先　建設課建設班（TEL29ー3910）

住戸
番号

単身入居 × × ○
間取り ２LDK ２LDK ３LDK
所在地 小坂鉱山字渡ノ羽

53番地
小坂鉱山字栗平
14番地１

十和田湖字大川岱
19番地13

小坂鉱山字渡ノ羽
14番地１

建物
概要

木造２階建て
２戸１棟

木造２階建て
２戸１棟

その他 所得制限あり
（上限）

所得制限あり
（上限）

所得制限あり
（上限）

申　込
方　法

「町営住宅入居申込書」に入居予定家族全員分の「住民票」、「所得・課税証明書」、「完納証明書」を
添えて建設班にお申込みください。

渡ノ羽住宅
（公営住宅）

栄町住宅
（公営住宅）

大川岱住宅
（公営住宅）

１号５号

木造平屋建て
２戸１棟

17号ー 2
Ⅰ21,100 ～Ⅳ31,500円
18号ー 1
Ⅰ21,700 ～Ⅳ32,400円
家賃は所得により決定

Ⅰ16,600
～Ⅳ24,700円
家賃は所得に
より決定

Ⅰ14,500
～Ⅳ21,600円
家賃は所得に
より決定

○
１LDK

木造２階建て
４戸１棟

渡ノ羽ハイツ
（若者定住促進住宅）

A－２号
A－３号
B－３号

35,000円
駐車場使用料別途
共益費なし

入居条件
・世帯主が
　40歳未満
優先入居あり
無料Wi-Fiあり

   月額
   家賃
（敷金
　なし）
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グリーンフィル小坂㈱処理水の放射性物質測定結果グリーンフィル小坂㈱処理水の放射性物質測定結果グリーンフィル小坂㈱処理水の放射性物質測定結果グリーンフィル小坂㈱処理水の放射性物質測定結果
飲料水の基準 10ベクレル/リットル（単位：ベクレル／リットル）

採取場所
グリーンフィル小坂
大谷地川末端
小坂川下流

試料名
処理水
河川水
河川水

ヨウ素
不検出
不検出
不検出

セシウム134
不検出
不検出
不検出

セシウム137
3.7
不検出
不検出

採　　取　　日
測　定　期　間

令和８年３月３日
３月４日から３月12日

春
の
廃
蛍
光
管
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光
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E
O
N
 pay

請
求
書
払
い
」「
楽
天

ペ
イ（
請
求
書
払
い
）」が
利
用
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
町
か

ら
発
行
さ
れ
て
い
る
バ
ー
コ
ー
ド

付
の
納
付
書
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

各
種
決
済
ア
プ
リ
で
バ
ー
コ
ー

ド
を
読
み
取
り
、
時
間
や
場
所
を

問
わ
ず
納
付
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
せ
先

　

役
場
出
納
室(

℡
29
ー
３
９
０
２)

康
楽
館
周
辺
清
掃
に
ご
協
力

下
さ
い

　

康
楽
館
友
の
会
は
、
５
月
か
ら

始
ま
る
常
設
公
演
に
向
け
て
清
掃

活
動
を
行
い
ま
す
の
で
、
多
数
の

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◆
日
時

　

４
月
18
日（
土
）９
時
〜
10
時

　
※

康
楽
館
駐
車
場
へ
集
合

◆
持
ち
物

　

軍
手
、
清
掃
用
の
ほ
う
き

◆
そ
の
他

　

小
雨
決
行
、
事
前
申
込
み
不
要

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　

観
光
産
業
課
観
光
商
工
班

　

(

℡
29
ー
３
９
０
８
）

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
初
心
者
講

習
会
の
お
知
ら
せ

　

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
で
健
康
な
体
を

め
ざ
し
ま
し
ょ
う
。

◆
日
時

　

１
回
目　

５
月
10
日（
日
）

　

２
回
目　

５
月
17
日（
日
）

　

３
回
目　

５
月
24
日（
日
）

  ※

時
間
は
各
回
13
時
開
始

◆
参
加
費

　

４
０
０
円（
当
日
徴
収
）

　

各
回
先
着
30
名

◆
会
場

　

小
坂
町
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

◆
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
フ
ロ
ン
ト

対
応
可
能
時
間　

９
時
〜
16
時

（
℡
０
８
０
ー
８
２
０
６
ー
５
３
３
１
）

３
月
分（
４
月
納
付
分
）か
ら

の
協
会
け
ん
ぽ
の
保
険
料
に

つ
い
て

　

秋
田
支
部
の
健
康
保
険
料
率

は
、
10
・
01
％
に
据
え
置
き（
令

和
８
年
３
月
分
か
ら
）と
な
り
、

40
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
方
に
対
す

る
介
護
保
険
料
率
に
つ
い
て
は
全

国
一
律
１
・
62
％（
現
行
１
・
59
％
）

へ
引
き
上
げ
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
令
和
８
年
４
月
分（
５

月
納
付
分
）よ
り
新
た
に
ス
タ
ー

ト
い
た
し
ま
す
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
金
率
に
つ
い
て
は
０
・
23
％

と
な
り
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　

全
国
健
康
保
険
協
会
秋
田
支
部

（
℡
０
１
８
ー
８
８
３
ー
１
８
０
０
）

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
参

加
者
を
募
集

　

第
24
回
秋
田
県
障
害
者
ス
ポ
ー

ツ
大
会
は
８
月
22
日（
土
）か
ら
９

月
26
日（
土
）ま
で
の
期
間
に
、
９

競
技
を
県
内
各
会
場
で
行
い
ま

す
。
詳
細
は
４
月
10
日（
金
）に
協

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
ア
ッ
プ
ロ
ー

ド
さ
れ
る
予
定
で
す
。

◆
申
込
期
間

　

４
月
13
日（
月
）〜
５
月
８
日（
金
）

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　

秋
田
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
協
会

（
℡
０
１
８
ー
８
６
４
ー
２
７
５
０
）

募
集

情
報

　古くから町民の皆さんの生活を支えてきた
「小坂市日」が、毎月１・５のつく日に国際交
流広場内で開催されています。地元の新鮮野
菜や加工品、日用品などが並んでいます。是
非足をお運びください。
　月によって、変更となる場合があるため、
町ホームページ、または広報カレンダーをご
確認ください。

　日常で役立つ情報から、防
災情報やクマの情報などの
様々な情報を発信中！

友達登録お願いします！



080-5684-2309

❀

❀

町の人口・世帯数
４月１日現在の住民基本台帳より
（　　）内は前月比

人　口　4,269人

男　　1,998人

女　　2,271人

　（ー15人）

（ー13人）

（ー2人）

世帯数 2,165世帯（０世帯）
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こ
の
冊
子
は
環
境
に
配
慮
し
、
再
生
紙
お
よ
び
植
物
油
、

大
豆
イ
ン
ク
を
使
用
し
て
い
ま
す
。 「広報こさか」は、毎月10日の発行日に自治会に届けているため、皆さんのお手元に届くまでに若干の日数を要すること

があります。ご迷惑をおかけしますが、ご了承くださるようお願いいたします。

広報こさか〔No.1199〕2026年（令和８年）４月号（毎月10日発行）
■編集・発行／小坂町役場総務課（〒017－0292  秋田県鹿角郡小坂町小坂字上谷地41番地1　■TEL 0186-29-3901　■FAX 0186-29-5481）
■町のホームページ　https://www.town.kosaka.akita.jp/　■Ｅメール　koho-kosaka@town.kosaka.akita.jp

小
坂
町
新
町
制
施
行
70
周
年
記
念
講
演

「
経
験
は
価
値
に
変
え
ら
れ
る
」

小
坂
町
新
町
制
施
行
70
周
年
記
念
講
演

「
経
験
は
価
値
に
変
え
ら
れ
る
」

昨年、人の生活圏内で食べものを得た経験のあるクマが今年も出没する可能性があります。
クマに遭遇しない、人の生活圏内に引きつけないよう
　・ゴミ出しは日時を守る
　・クマのえさになるものを外に置かない
　・外出時は音が出るものを身につけて遭遇を防ぐ
などの対策をお願いします。
また、イノシシの目撃も報告されています。
目撃した場合はクマダスに投稿をお願いします

　

小
松
さ
ん
は
、
２
０
０
６

年
に
世
界
第
二
位
の
高
峰
Ｋ

２（
８
６
１
１
㍍
）に
日
本
人

女
性
と
し
て
初
め
て
登
頂
し
、

植
村
直
己
冒
険
賞
を
受
賞
し

て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
風
土

に
根
ざ
し
た
人
間
の
営
み
に

ひ
か
れ
、
草
原
や
砂
漠
を
旅

し
な
が
ら
、
写
真
家
へ
と
転

身
。
12
年
か
ら
シ
リ
ア
内
戦
・

難
民
を
取
材
し
、
25
年
に
第

23
回
開
高
健
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ

ョ
ン
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

演
題
は「
ヒ
マ
ラ
ヤ
か
ら
シ

リ
ア
、
難
民
の
土
地
へ
〜
写

真
家
、
登
山
家
、
母
と
し
て

の
挑
戦
」。

　

講
演
に
先
立
ち
、
町
長
は

「
登
山
家
、
写
真
家
そ
し
て
母

と
し
て
、
小
松
さ
ん
が
見
た

世
界
観
や
出
会
っ
た
人
々
に

つ
い
て
お
聞
き
し
な
が
ら
、

チ
ャ
ン
ス
へ
の
考
え
方
や
挫

折
の
乗
り
越
え
方
な
ど
、
今

後
の
生
活
の
参
考
と
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
」と
あ

い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

小
松
さ
ん
は
、
大
学
の
山

岳
部
へ
の
入
部
を
き
っ
か
け

け
に
登
山
家
を
目
指
し
た
こ

と
や
、
過
酷
だ
っ
た
Ｋ
２
登

頂
の
実
話
を
披
露
。
人
生
に

お
い
て
困
難
や
壁
に
直
面
し

て
も「
そ
れ
ま
で
の
経
験
が
、

そ
の
後
の
自
分
次
第
で
価
値

に
変
え
る
こ
と
が
で
き
る
」と

呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
リ
ス
ク
を
抱

え
る
登
山
の
必
要
な
要
素
と

し
て
▽
努
力
、
情
熱
▽
経
験
、

状
況
判
断
▽
運
、
不
運
の
事

態
を
受
け
入
れ
る
力
な
ど
と

紹
介
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
写
真
家
と
な
り
、

取
材
先
の
シ
リ
ア
で
出
会
っ

た
家
族
、
内
戦
が
起
き
た
激

動
の
日
々
な
ど
を
振
り
返
り

な
が
ら
、「
平
和
な
状
況
に
あ

る
の
は
当
た
り
前
で
は
な
い
。

安
定
し
た
状
況
を
維
持
す
る

努
力
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」と
訴
え
ま
し
た
。

　

今
後
も「
秋
田
で
生
ま
れ
た

ル
ー
ツ
を
大
切
に
し
て
い
き

た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

　

終
盤
に
は
、
聴
講
者
か
ら

多
く
の
質
問
が
あ
り
、
会
場

の
全
員
が
貴
重
な
ひ
と
と
き

を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

　

３
月
８
日
、
交
流
セ
ン
タ
ー
・
セ
パ
ー
ム
の
ホ
ー
ル
に
お

い
て
、
新
町
制
施
行
70
周
年
記
念
講
演
が
開
か
れ
ま
し
た
。

秋
田
市
出
身
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
写
真
家
・
小
松
由
佳
さ

ん
を
講
師
に
招
き
、
町
民
ら
約
１
３
０
名
が
聴
講
し
ま
し
た
。

▼クマダスHP


